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開場　１９:３０ night live   
開演　２０:００ 
(２ステージ入替なし　途中入場可 ) (1drink=６００円～ ) 

MC=３５００円　＋２drinks order

岡部洋一
１９６２年東京都出身。 高校時代からパーカッションの演奏を始める。 早稲
田大学在学中にラテン音楽やロックのサークルに出入りし、 プロとしての
活動を開始。 歌謡曲のバックや、 ブラジル音楽、 ジャズなど幅広く演奏
する。 現在はトランスロックバンド 「ROVO」 や、プログレッシブジャズロッ
クバンド 「ボンデージフルーツ」、 １６人編成のブラスロックバンド 「THE 
THRILL」 のメンバー。 ２００１年、 ソロアルバム 「SATIATION」 をまぼ
ろしの世界からリリース。 ２００６年には、 ソロライブアルバム 「感覚の地
平線」 をリリース。 主な共演アーティストは溝口肇、 佐藤允彦、 鈴木良雄、
向井滋春、 勝井祐二、 鬼怒無月、 芳垣安洋、 小野リサ、 Baden 
Powell、 João Donato、 ホッピー神山、 ショーロ ・ クラブ、 村田陽一、
村松健、 遠藤律子、 中村善郎、 福岡ユタカ、 酒井俊、 中島啓江、 アキ
コ・グレース、 木之下真市、 菅野よう子、 今堀恒雄、 納浩一、 柏木広樹、
木住野佳子、 中西敏博、 朝崎郁恵、 Saigenji、 鈴木亜紀、 リリアナ・エレー
ロ、 デビッド ・ サンボーン、 等々。

鳥越啓介
岡山県玉野市生まれ。 高校時代、 吹奏楽部に入部しコントラバスを弾き
始める。 高校卒業後、 社会人の傍ら地元のビックバンドなどで活動。 96
年脱サラ、 97 年上京。 99 年 PHAT のメンバーとなり、 2001 年東芝
EMI Blue Note レーベルより メジャーデビュー。 シングル 1 枚、 アルバ
ム 2 枚を残し、 2003 年渋谷クラブクアトロでのワンマンライブを最後に
解散。 その後は、 ジャズ ・ 邦楽 ・ ポップス ・ タンゴ ・ ブラジル音楽など
その豊かな才能を駆使し、 国内のみならず海外公演も含め、 自らのバン
ドを展開し、 また様々なセッションやレコーディングに参加。 繊細且つ大胆
でハーモニーを感じさせるその演奏は、 コントラバスという楽器の固定概
念に捉われず、 独奏楽器としての更なる可能性を追い求め、 幅広い音
楽活動を行っている。 9 月に初のＤＵＯアルバム 「木魂」 が発売され、益々
注目されるユニットとなっている。

鳥越啓介
岡部洋一

contrabass

percussion

※マスクの着用を必ずお願いいたします。
※ご入場の際、 備え付け、又はご持参の消毒液にて手を消毒して下さい。


